
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな土壌で多様な農産物が育まれ、美しい農風

景のあるイマの小諸らしさを磨き、元気な農産物、

採れたて料理、アグリシェアで、コレカラの小諸らしさを

創っていきます。プロジェクト名は 

「つなぐ農」へのシフトの意味を 

込めて、「KOMORO AGRI  

SHIFT」プロジェクトと名付け 

ました。 

イマの小諸らしさを磨き、 

コレカラの小諸らしさを創るプロジェクト 
KOMORO AGRI SHIFT 

 

2/17㈯ 13：30～19：00 

受付：13：00～ 

 場所：ベルウィンこもろ 

小諸市農業委員会主催 

コモロアグリカルチャーミーティング開催!! 

小諸の農業について熱く語り合いませんか。 

問 農業委員会事務局 

第 3部 農業委員との交流会 17：30～19：00 

・会 費  1,000 円を当日受付にて頂戴いたします。 

※乗り合い又は送迎により、お越しいただき、飲酒運転は 

絶対にしないようお願いします。 

  

 

第２部 農業委員との意見交換会 16：０0～17：30 

「持続可能な活力ある産地づくりに向けた 

担い手への農地集積（人・農地プラン）」 

 

「人・農地プラン」とは、今後地域でどんな作物を、どれだけの

量をだれが、どこで栽培するのかを地域の話し合いのもと決め

ていく計画です。地域ごとに課題や方向性が異なりますの

で、地区別に分かれて分散会を行います。 

 

第１部 講演会・意見交換 1４：００～16：0０ 

「元気な土から始める小諸のつなぐ農」 

・講師  （株）DGC テクノロジー 櫻本 直美 氏 

今回講師でお迎えする櫻本先生は、土壌微生物

が、どれだけ多様に活発に有機物を分解するかを測

定し、数値評価することに世界ではじめて成功しまし

た。異常気象、連作障がいに悩む全国の産地の状

況やこれまで見えなかった土壌の世界をわかりやすく

解説していただきます。 

 

引用  ふくい農林水産支援センター 

□ 地域内に担い手はいますか？ 

□ 地域内ではどんな作物を作っていますか？ 

□ 後継者がおらず営農見込みのない農地はありますか？  

            ・ 

            ・ 

            ・ 

多岐にわたる課題の検討を地域ごとに行う必要があります！ 

 

 

 

 

小諸の農がつなぐもの 
KOMORO AGRI SHIFT 

申込方法                      

QR コードからスマートフォン等から参加申し

込みをお願いします。  

（ただし、当日参加も可能） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「KOMORO AGRI SHIFT プロジェクト」では、土を測る、土をつくる、土を伝えるというプロセスを大切にしています。 

 

土壌の健康診断をしませんか。 

土壌微生物の多様性・活性値から、土壌の微生物「群集全体」が、「どれだ

け速く」「どれだけ多様な有機物」を分解することができるかがわかります。 

▶分析  ㈱DGC テクノロジー 

▶申込み 2/20㈫までに農林課農業ブランド振興係へ 

化学性分析をしてみませんか。 

豊かさ 

 

  

化学性 pH、窒素、リン酸、カリ、ミネラル、腐植など 

物理性 粒状、硬さ、水はけ、水持ちなど 

生物性 微生物、小動物など 

土壌の豊かさは、

「化学性」「物理

性」「生物性」の 

バランスが重要 

化学性 

生物性 物理性 

“元気な土”から育まれた農産物は、健康でおいしい。そして、食べた人を元気にする。 

 

土の健康状態をどのように確認していますか。畑にいる虫や農産物の生育状況でも確認することができます。

しかし、田畑で農産物を生産することで土壌中の栄養素は失われていきますので、定期的な土壌分析で土

壌の健康診断を行ったうえで、対策していくことは良質な農産物を作り続けるために極めて有効です。 

 

肥料の種類や量を決定する前に、まずは分析してみましょう。定期的に

分析を行うことで栽培期間中にどれだけの肥料成分が失われたのかを

把握することもできます。 

▶分析  JA アグリエール長野 

▶申込み JA 佐久浅間 あさま西部営農センター ☎31-5633 

 

生物性分析をしてみませんか。 

問 農林課 農業ブランド振興係 

 

２月の KOMORO AGRI CAFE(コモロ・アグリ・カフェ) 

テーマ：コレカラの小諸らしさ～土壌の生物性分析結果とその活用～ 

イマの小らしさ 
 ・豊かな土壌 

 ・多様な農産物が育まれる 

 ・美しい農風景 

  

 

食と農に関わる人たちが集い、学び・刺激しあう場所。それが KOMORO AGRI CAFE です。小諸市では、「つなぐ農」を

キーワードに KOMORO AGRI SHIFT プロジェクトを H29 .7 月にスタートしました。このプロジェクトでは、まずイマもコレカ

ラも小諸の農産物を食べていただく方たちへ、元気（健康）な農産物を届け続けるために、「土を測る」「元気な土をつく

る」「土を伝える」ことに取り組みます。 

２月アグリカフェでは、（株）DGC テクノロジーの櫻本様から 8月に行った「土壌の生物性分析」の結果について紹介いた

だき、その活用方法について情報交換を行う予定です。 

2/20㈫ 

 

17：00～19：00 

対象：主に果樹生産農家 

会場：そばとカフェ 凱 toki 

 

2/27㈫ 

 対象：①主に水稲農家、②主に野菜・畜産農家 

会場：みはらし交流館 

 
 <共通> 

会費：無料（ただし、食事を希望される方は実費ご負担ください。飲み物と軽食を用意する予定です。） 

申込：農林課農業ブランド振興係あてに FAX/mail 他、インターネットの申込フォームからお申し込みください。 

 

   

①15：00～17：00 

②19：00～21：00 

 

FAX 0267-24-3570 

e-mail:noshin@city.komoro.nagano.jp 

申込フォーム： 

https://goo.gl/forms/IqBiKtxXDt0Rl0up2 

 

  コレカラの小諸らしさ 
 ・“元気な土”から育った農産物 

 ・採れたて料理 

 ・アグリシェア 

https://goo.gl/forms/IqBiKtxXDt0Rl0up2

